
会長挨拶　稲葉　博之�

当たり前の事を、当たり前に�

1871回　12：30点鐘　東山荘・講堂�
�

次回12月2日の例会�

国際�
ロータリー�
第2620地区�

“CELEBRATE  ROTARY”「ロータリーを祝おう」�

例　会　場／東山荘・講堂�
開 会 点 鐘／12：30�
ロータリーソング／四つのテスト�
内　　　容／クラブフォーラム　第１回�
　　　　　　IM実行委員会�

　会 員 慶 事�

誕　生　日�
★11月25日　鈴木栄一君�
★11月28日　林　　準君�
★11月30日　大森清治君�
★12月 1日　小野寛幸君�

結婚記念日�
★11月25日　高村繁男君・博　子様ご夫妻�
★11月25日　勝又敏雄君・美津代様ご夫妻�
★11月27日　山崎恭夫君・紀代子様ご夫妻�

夫人誕生日�
★11月26日　山崎伊久雄君 ご夫人 久　子様�

連 続 出 席�
★11月21日　鈴木栄一君（19年間）�
★11月21日　滝口喜徳君（19年間）�
★11月21日　渡辺　巌君（ 2年間）�

 　昨日から本日にかけては、富士岡中学校２年生が体験学習ということで、委員会メンバー

及び受け入れをして頂いたメンバーの事業所、中学校周辺の事業所の皆様のご協力には感

謝申し上げます。子供達も働くことの大切さを実感しているものと思います。ありがとう

ございます。�

　２,４３１万人とは、わが国の６５歳以上の高齢者人口（平成１５年１０月１日現在の総務省推計）

です。総人口に占める割合（高齢化率）は１９％となっています。男女別にみると男性は１,０２６万人と今回初めて

１,０００万人を超え女性は１,４０５万人です。一般に高齢者率が７％を超えた社会を「高齢化社会」といい、１４％を

超えた社会を「高齢社会」というそうです。高齢化率が７％を超えてから１４％に倍増するまでの所要年数（倍

化年数）は、フランスが１１５年、スウェーデンが８５年、比較的短いドイツでも４０年です。それに対してわが国

は、３４年前の昭和４５年（１９７０年）に７％ を超えると、その２４年後の平成６年（１９９４年）には１４％に達しており、

世界的に例を見ない速度で進行しています。わが国の高齢化社会への備え作りは、このスピードとの闘いといっ

てもいいでしょう。今後も高齢化率は上昇を続け、１１年後の平成２７年（２０１５年）には高齢化率が２６％、４６年後

の平成６０年（２０５０年）には３５．７％に達し、国民の三分の一が６５歳以上の高齢者という本格的な高齢社会の到来

が見込まれています。このような状況の中で、「長生きを喜べる社会」国民の一人一人が長生きをして良かっ

たと誇りを持って実感できる社会を作って行くことが肝要です。現在でも、就業を希望したり、グループ活

動に参加している高齢者は多くいます。豊富な経験を持つ高齢者を社会は財産として活かしていく工夫が必

要ではないでしょうか。�



卓　　　話�

会員数� 出席者数� 暫定出席率�計算に用いる�
会員数�

前々回の�
確定出席率�

６２名� ５９名� ５２名� ８８.１４％� １００.００％�

●欠席者（7名）�
　梶原一正君・勝間田豪亮君・根上眞一君・戸栗太平君・豊山　篤君�

　内海隆治君・山崎伊久雄君�

※やむを得ず欠席される方は、午前10時までにご連絡下さい。�

○例会日/木曜日�
○例会場・事務局/YMCA東山荘�
　静岡県御殿場市東山１０５２�
　電話/０５５０－８３－１１３３　ＦＡＸ/０５５０－８３－１１３８�
　http://www.gotemba-rc.gr.jp/

○会　　　長/稲葉　博之�
○幹　　　事/高村　繁男�
○会報委員長/橋本　喜市�

（1871回）�

（1872回）�

（1873回）�

�

月　日� 点　鐘 � 会　場� 内　容� 担当及び卓話者�
●12月　御殿場RC例会プログラム●�

12：30

12：30

18：00

東山荘・講堂�

東山荘・講堂�

東山荘・講堂�

休　　会�

休　　会�

�

�

�

上半期を顧みて クラブ協議会（第3回） �

クラブ年次総会 悪徳商法について �

クリスマス家族例会（夜間例会）� 親睦委員会�

会長･幹事・全員 �

御殿場市消費生活センター相談員　森脇和子様�

天皇誕生日�

年末につき休会承認�

12/ 2�

12/9�

12/16�

12/23�

12/30

11月18日の出席報告� 11月18日のスマイル�

11月4日のメーキャップ� 6名�

●誕生日祝いありがとう。　　　　�

井口修一君�

第2620地区�

梶原一正君　10月31日　地区大会�

斉藤礼志君　10月31日　地区大会�

臼井良太君　10月31日　地区大会�

芹澤正明君　11月 5日　裾　野�

菅沼　久君　11月 5日　裾　野�

神谷高義君　11月17日　裾　野�

　１１月はロータリー財団月間です。実は、私（山崎）

が委員長ですが、本日はガバナー補佐の小野先生

の力をお借りしました。人の思いやりが奉仕の基

本である、と同時に人の援助が奉仕の表現である、

と聞いております。財団委員のメンバーから寄付

のお願いがあります時は、財団のために心良くご

協力をお願いいたします。それでは、小野先生よ

ろしくお願いいたします。       �

       �

　ロータリー財団のプログラムである、研究グルー

プ交換（GSE）の折は、クラブ会長・幹事をはじめ

とし、国際奉仕委員長、ホストファミリーをお願

いした大庭君、菅沼君、皆さんに大変お世話にな

りました。10月28日メンバーが御殿場ＲＣに公式

訪問の折には会員の協力を得まして、研究が順調

に行われました。心から皆様に感謝いたします。

　さて、今月は財団月間であります。ロータリー

財団プログラムで最も重要視されている、ポリオ

プラムプログラムについてお話ししたいと思います。

　２００５年終結を迎えるのですが、ここまで来る過

程で我々民間組織（NGO）が公的組織のWHO、ユニ

セフそして後に米国防疫センター（CDC）に信頼さ

れチームを組めたことが幸いであったと思われます。

また、全国のロータリアン、国家、大口の寄付の

協力により数億ドルという募金に成功したこと。

そして、全国のロータリアンとその支援によるボ

ランティア活動があったことが、この事業の達成

をもたらしたと思われます。我々はおごることな

くこの事実を社会に広く知らしめ２００５年ロータリー

１００年を祝おうではありませんか。       

ロータリー財団委員会� 委　員　長　山崎恭夫君�
ガバナー補佐　小野篤之君�


